








血漿交換療法を腎疾患患児 6例に施行し,その効果と臨床的意義について検討した。結果は

全症例に有効であり,特に 2症例は著効を示し,また,急性期ばかりでなく.慢性期にも有効

であった。血漿交換療法は,長期入院中の腎疾患の治療には,意義があると思われた。 


